
今回は、そろそろ近づいてきた算定基礎届の前に、意外と⾒落とされがちな「現物給与」についてお話させ
て頂きます。報酬や賞与を、現物で⽀給されている場合でも、報酬への算⼊が必要ですので再点検お願いし
ます。
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現物給与とは、報酬⼜は賞与の全部⼜は⼀部が、通貨以外のもので⽀払われることを⾔います。例えば、
通勤に要する定期券や回数券を付与する場合や、⾃社製品を⽀給する場合も該当します。この、現物給与
は社会保険上の「報酬」扱いとなりますので、標準報酬の決定の際には算⼊する必要があります。

意外と⾒落としている現物給与について

◆ 全国現物給与価額⼀覧表
https://www.nenkin.go.jp/service/kounen/hokenryo/hoshu/20150511.files/2022.pdf

ちなみに、報酬⼜は賞与の全部⼜は⼀部が、通貨以外のもので⽀払われる場合において、その価額は、
その地⽅の時価によって厚⽣労働⼤⾂が定められることとされています。
厚⽣労働⼤⾂が決める価格は「⾷事で⽀払われた給与」と「住宅で⽀払われた給与」の⼆つとなりま
す。この、現物給与の価格が、令和4年4⽉1⽇に改定されました。

定期券 回数券 ⾃社製品

現物給与の例

https://www.nenkin.go.jp/service/kounen/hokenryo/hoshu/20150511.files/2022.pdf
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Q1：現物給与とはどのようなものか？

給与は、⾦銭で⽀給されるのが⼀般的ですが、住宅（社宅や寮など）の貸与、⾷事、 ⾃社製品、通勤定
期券などで⽀給するものを現物給与といいます。 現物給与で⽀給するものがある場合は、その現物を通
貨に換算し、⾦銭と合算して 標準報酬⽉額の決定を⾏います。

Q2：現物給与価額の改正は、固定的賃⾦の変動に該当するのか？

「固定的賃⾦の変動」※ に該当します。 （「被保険者報酬⽉額変更届」が必要になる場合がありますの
でご注意ください）

Q3：勤務地がA県にあり社宅がB県にある場合、現物給与価額はどちらの県の価額により計算するのか？

勤務地であるA県による価額で計算します。 被保険者の⼈事、労務および給与の管理がなされている事業
所が所在する地域の価額により 算定することになるため、A県の価額となります。

Q4：住宅による現物給与の場合、台所・トイレ・浴室・廊下を含めた広さで計算するのか？

含めずに計算します。価額の計算にあたっては、居間、茶の間、寝室、客間、書斎、応接間、仏間、⾷事
室など 居住⽤の室を対象とします。 ⽞関、台所（炊事場）、トイレ、浴室、廊下、農家の⼟間などの居
住⽤ではない室は含め ません。また、店、事務室、旅館の客室などの営業⽤の室も含めません。

Q5：⾷事の現物給与価額について、給与から⾷事代を徴収（負担）している場合は、どのように計算す
るのか？

⾷事代の徴収（負担）額により、以下の①、②のパターンで計算します。

現物給与の取り扱いに関するQ＆A

パターン①

現物給与価額
3分の2の価額

現物給与価額の
3分の2未満の価額を⾷事代として

徴収（負担）している場合

現物給与の価額から
徴収（負担）額を引いた価額が

現物給与価額となります

現物給与価額の
3分の2以上の価額を⾷事代として

徴収（負担）している場合

現物による⾷事の供与はないものとして
取り扱います

パターン②

⾷事代の徴収
（負担）額

⾷事代の徴収
（負担）額

現物給与価額
3分の2の価額≧＜
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